
医学講座 参加無料参加無料

アクセス

お問合せ
さがみ野中央病院
☎046-233-5110（代表）
神奈川県海老名市東柏ヶ谷6-20-20

さがみ野駅南口から徒歩５分､
相模大塚駅から無料シャトルバス

大和厚木バイパス
相模
大塚駅

さがみ野駅

さがみ野中央病院

南口

厚
木
街
道

40
マルエツ

東柏ヶ谷
相模大塚

相鉄線

246

３月１８日（水）13：00～14：00日 時

会 場 さがみ野中央病院 １階 リハビリテーション室
講 

師

さがみ野中央病院
栄養科

中村 育代 管理栄養士

間違った糖質制限をしていませんか？ 
　糖尿病で大きな課題となるのが「食
事」。今回は、当院専属の管理栄養士が、
糖尿病の食事について、糖質（カーボ）の
基本と合併症を防ぐために有効な食事
内容を解説します。多くの方のご参加を
お待ちしております。

毎月開催 次回は…
医療の専門スタッフ講

師
講
師 ４月下旬（予定） 

医学講座 参加無料参加無料

アクセス

お問合せ
綾瀬厚生病院
☎0467-77-5111（代表）
神奈川県綾瀬市深谷中1-4-16

海老名駅､長後駅､さがみ野駅､
相模大塚駅､かしわ台駅より路線バス

綾瀬
市役所

市立図書館

早川

東名高速道路

綾瀬厚生
病院

45

城山公園

綾瀬大橋
入口 

3月26日（木）14：00～15：00日 時

会 場 綾瀬厚生病院 産婦人科棟 4階 多目的室

肩・腰・膝が痛い！ ～どうすれば良いの？～
　よく痛む節々の原因と、その痛みの予
防について、リハビリの国家資格をもつ当
院の理学療法士が、丁寧に解説します。
予防に効果的な体操を、講師が実際に
優しく紹介しますので、講座に参加して、
一緒に体を動かしてみませんか？

講 

師

綾瀬厚生病院

渡邊 武宏
　　　　理学療法士

毎月開催 次回は、４月下旬
講師や内容は決定次第、当院ＨＰに掲載

さがみ野中央病院
呼吸器内科

内田 耕 医師

片
脚
立
ち
運
動
や
ハ
ー
フ
ス
ク

ワ
ッ
ト
…
慢
性
心
不
全
な
ど
の
高

　
　
　
　
リ
ス
ク
患
者
に
有
効

②
栄
養
療
法

タ
ン
パ
ク
質
（
1.0
ｇ
／
体
重
１

kg
／
日
、
総
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
約

15
〜
20
％
）、
乳
製
品
（
豊
富

な
分
枝
鎖
ア
ミ
ノ
酸
）、肉
、魚
、

卵
（
白
身
）、大
豆
製
品
の
摂
取

③
睡
眠
剤
、
抗
不
安
薬
、
消
炎
鎮

　
痛
剤
な
ど
の
過
剰
使
用
の
抑
止

④
骨
粗
鬆
症
の
積
極
的
な
予
防

　
…
転
倒
に
よ
る
骨
折
の
リ
ス
ク

　
　
を
軽
減
す
る

　

こ
れ
に
加
え
て
、
心
配
事
な
ど

を
す
ぐ
に
相
談
で
き
る
信
頼
の
お

け
る
循
環
器
や
整
形
外
科
の
か
か

り
つ
け
医
が
い
る
と
、
安
心
で

し
ょ
う
」。  〈
全
２
回
連
載
終
了
〉

ア
が
多
く
あ
る
た
め
、「
サ
ル
コ
ペ

ニ
ア
・
フ
レ
イ
ル
」
と
表
現
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
。

・
循
環
器
疾
患
と
フ
レ
イ
ル
は
、
互

い
に
原
因
・
結
果
に
な
り
え
る
。

　
（
倉
田
院
長
）「
循
環
器
疾
患
を

抱
え
て
い
る
患
者
さ
ま
が
、『
フ

レ
イ
ル
』に
陥
ら
な
い
た
め
に
は
、

次
の
内
容
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

①
運
動
療
法

〈
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
運
動
〉

最
高
心
拍
数
50
〜
90
％
程
度
の

有
酸
素
運
動
…
１
日
20
〜
40
分

　
　
　
　
　
　

 

週
３
回
以
上

〈
バ
ラ
ン
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
〉

【
前
号
（
１
月
号
）
の
お
さ
ら
い
】

・
加
齢
に
よ
る
予
備
能
力
の
低
下
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
回
復
力
が
落
ち
た
状

態
が
「
フ
レ
イ
ル
」。
身
体
的
、
認

知
・
精
神
的
、
社
会
的
要
因
が
関

わ
っ
て
い
る
。

・
骨
量
と
骨
格
筋
量
の
低
下
が
引
き
起

こ
す
生
活
能
力
の
低
下
（
病
的
な
状

況
）
を
「
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
」
と
呼
ぶ
。

・
フ
レ
イ
ル
の
要
素
に
サ
ル
コ
ペ
ニ

　
「
大
和
成
和
病
院
」
の
倉
田
篤
院
長
に
よ
る
心
臓
と
サ

ル
コ
ペ
ニ
ア
、
フ
レ
イ
ル
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
連
載

２
回
目
で
す
。今
回
は
、フ
レ
イ
ル
対
策
を
解
説
し
ま
す
。

か
ら
も
か
か
り
や
す
い
で
す
か
？

　

Ａ
．
は
い
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ウ
イ
ル
ス
は
表
面
に
ノ
イ
ラ
ミ
ニ

ダ
ー
ゼ
活
性
を
も
ち
、
こ
れ
が
気

道
に
肺
炎
球
菌
が
く
っ
つ
く
の
を

容
易
に
し
て
し
ま
う
の
で
、
肺
炎

が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
Ｑ
．
で
は
歯
磨
き
は
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
予
防
に
な
り
ま
す
か
？

　

Ａ
．
は
い
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

が
気
道
で
増
殖
す
る
に
は
、「
プ

ロ
テ
ア
ー
ゼ
」
と
い
う
酵
素
が
影

響
し
ま
す
。
口
の
中
の
細
菌
は
、

こ
の
酵
素
を
作
り
出
し
、
口
を
不

潔
に
し
て
お
く
と
、
細
菌
が
増
殖

し
て
、
酵
素
も
増
え
ま
す
。
歯
磨

き
や
う
が
い
で
細
菌
を
減
ら
し
、

病
気
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

微
量
の
誤
嚥
で
も
、「
肺
炎
」
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
歯
周
病
で

な
く
て
も
、
肺
炎
の
多
く
は
口
の

中
の
細
菌
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ

れ
る
の
で
、
口
腔
内
の
清
潔
は
、

肺
炎
の
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
Ｑ
．
お
話
に
出
て
き
た
「
バ
イ

オ
フ
ィ
ル
ム
」
と
は
何
で
す
か
？

　

Ａ
．
台
所
の
ぬ
め
り
が
バ
イ
オ

フ
ィ
ル
ム
で
、
菌
は
こ
の
膜
を

作
っ
て
自
身
を
守
り
ま
す
。
歯
磨

き
は
、
歯
垢
を
除
去
し
て
バ
イ
オ

フ
ィ
ル
ム
の
形
成
を
阻
止
す
る
の

で
、歯
周
病
の
予
防
に
な
り
ま
す
。

　
Ｑ
．
肺
炎
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
Ｑ
．
口
の
中
（
歯
）
の
衛
生
状

況
が
悪
い
と
、
な
ぜ
病
気
に
な
り

や
す
く
な
る
の
で
す
か
？

　

Ａ
．
歯
垢
が
た
ま
る
と
、
細
菌

が
増
殖
し
て
、
バ
イ
オ
フ
ィ
ル
ム

を
形
成
し
、歯
周
病
に
な
り
ま
す
。

膿う
み

と
一
緒
に
口
の
中
に
細
菌
が
出

て
、
そ
れ
を
睡
眠
中
に
誤ご
え
ん嚥

し
ま

す
。
菌
の
病
原
性
が
高
く
て
菌
数

も
多
く
、体
の
抵
抗
力
が
弱
い
と
、

　

口
の
中
が
不
潔
な
状
況
は
、
病
気
の
発
生
に
つ

な
が
り
ま
す
。
口
腔
衛
生
と
肺
炎
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
内
田
耕
医
師
（
さ

が
み
野
中
央
病
院
）
に
伺
い
ま
し
た
。

く
家
族
も
各
ベ
ッ
ド
に
て
赤
ち
ゃ

ん
と
面
会
が
で
き
ま
す
。
各
部
屋

は
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
に
よ
る
認
証
シ
ス

テ
ム
を
採
用
し
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
保
護
や
ト
ラ
ブ
ル
の
防
止
な
ど

の
対
策
を
万
全
に
整
え
、
不
安
や

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
さ
せ
な
い
入
院

環
境
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

産
婦
人
科
棟
に
は
、
担
当
医
が

３
名
、
看
護
師
の
中
で
も
分
娩
に

特
化
し
た
知
識
を
も
つ
助
産
師
が

15
名
の
ほ
か
、
看
護
師
も
１
名
配

置
し
た
体
制
で
、
安
心
感
を
提
供

し
て
い
ま
す
〈
２
０
２
０
年
２
月
現
在
〉。

児
に
奮
闘
中
の
マ
マ
な
ど
、
女
性

は
悩
み
を
抱
え
な
が
ら
も
、
病
院

で
の
受
診
に
は
抵
抗
が
あ
る
こ
と

も
考
慮
し
、
同
院
で
は
、
市
内
の

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
「
綾
瀬

タ
ウ
ン
ヒ
ル
ズ
」
で
、
毎
月
最
終

金
曜
日
に
「
助
産
師
な
ん
で
も
相

談
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

■
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
尊
重

　

同
院
で
は
母
児
同
室
を
基
本
と

し
て
い
る
の
で
、
マ
マ
だ
け
で
な

ま
す
。
こ
れ
は
、
衛
生
面
で
は
感

染
防
止
に
配
慮
し
た
環
境
で
、
妊

婦
が
不
安
な
く
、
快
適
な
通
院
が

で
き
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
た
構
造

で
す
。
ま
た
こ
の
別
棟
は
、
夫
や

親
が
会
社
帰
り
に
赤
ち
ゃ
ん
に
会

え
る
十
分
な
面
会
時
間
を
確
保
す

る
こ
と
を
可
能
に
し
て
い
ま
す
。

■
出
張
先
で
助
産
師
相
談
会

　

出
産
前
後
の
新
マ
マ
、
こ
れ
か

ら
妊
娠
を
考
え
て
い
る
女
性
、
育

■
面
会
時
間
は
14
時
〜
21
時

　

綾
瀬
厚
生
病
院
の
産
婦
人
科
棟

は
、
専
用
の
出
入
口
を
設
け
て
い

　

神
奈
川
県
の
ほ
ぼ
真
ん
中
に
位
置
す
る
綾
瀬
市
。唯
一
の
基
幹
病
院
で
あ
る「
綾

瀬
厚
生
病
院
」
は
、
そ
の
立
地
か
ら
、
海
老
名
・
座
間
・
大
和
・
藤
沢
か
ら
の
ア

ク
セ
ス
も
よ
く
、
産
婦
人
科
で
は
こ
れ
ま
で
５
千
を
超
え
る
新
生
児
が
誕
生
し
て

い
ま
す
。分
娩
病
院
と
し
て
多
く
の
女
性
に
利
用
さ
れ
る
そ
の
理
由
に
迫
り
ま
す
。

妊娠高血圧症候群とは・・・
妊娠中に母体が高血圧症を発症

母体
●手足のむくみ
●タンパク尿
●けいれん発作
●臓器障害
  （脳・肝臓・腎臓ほか） など

胎児
●発育不全
●常位胎盤早期剥離
●胎児機能不全
●胎児死亡　     など

産
後
も
正
し
い
フ
ォ
ロ
ー
を

　

治
療
に
は
、
安
静
が
必
要
で
、

け
い
れ
ん
予
防
や
重
い
高
血
圧
に

対
し
て
は
、
入
院
や
投
薬
を
行
な

う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
母
子
の

状
態
に
よ
っ
て
は
、「
出
産
が
一

番
の
治
療
で
あ
る
」
と
医
師
が
判

断
し
、
帝
王
切
開
の
選
択
肢
が
考

慮
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

通
常
、
出
産
後
に
は
、
母
体
の

症
状
は
急
速
に
改
善
し
て
い
き
ま

す
が
、
重
症
化
し
た
場
合
は
、
出

産
後
も
高
血
圧
や
タ
ン
パ
ク
尿

が
持
続
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
が
大
切
に
な
っ

て
き
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
時
は
、
必
ず
か
か

り
つ
け
医
の
診
察
を
し
っ
か
り
と

受
け
て
、
周
産
期
の
適
切
な
管
理

を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
水
分

摂
取
の
制
限
や
利
尿
剤
の
使
用

は
、
血
栓
症
の
リ
ス
ク
を
高
め
た

り
、
過
度
の
塩
分
制
限
は
効
果
が

懐
疑
的
な
た
め
、
必
ず
医
師
の
指

導
の
下
で
ケ
ア
を
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
胎
児
の
発
育
不
全
、
常
位

胎
盤
早
期
剥
離
、胎
児
機
能
不
全
、

胎
児
死
亡
な
ど
、
母
子
と
も
に
危

険
な
状
態
に
陥
っ
て
し
ま
う
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
。

生
活
習
慣
病
と
の
関
わ
り
も

　

こ
の
病
気
の
原
因
に
つ
い
て

は
、
様
々
な
研
究
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
ま
だ
結

論
は
出
て
い
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
妊
娠
前
か
ら
糖
尿
病

や
腎
臓
の
病
気
な
ど
を
抱
え
て
い

た
り
、
肥
満
や
年
齢
が
高
い
（
40

歳
以
上
）
と
、
発
症
リ
ス
ク
は
高

く
な
る
よ
う
で
す
。

　

こ
の
病
気
は
、
妊
婦
の
お
よ
そ

20
人
に
１
人
の
割
合
で
発
症
し
、

特
に
「
早
発
型
」
と
呼
ば
れ
る
妊

娠
34
週
未
満
で
起
き
た
場
合
、
重

症
化
し
や
す
い
の
で
注
意
が
必
要

で
す
。

　

重
症
に
な
る

と
、
母
体
の
血

圧
上
昇
、
タ
ン

パ
ク
尿
の
ほ

か
、
け
い
れ
ん

発
作
、
脳
出
血
、

肝
・
腎
機
能
障

害
な
ど
を
引
き

起
こ
す
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

早
発
型
は
重
症
化
し
や
す
い

　

妊
娠
中
に
高
血
圧
症
を
発
症
し

た
場
合
、「
妊
娠
高
血
圧
症
候
群
」

と
い
い
ま
す
。

　

妊
娠
か
ら
出
産
後
ま
で
の
周
産
期
に
、
新
た
な
病
気
を
発
症
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
今
回
は
、
妊
娠
中
に
高
血
圧
に
な
る
「
妊
娠
高
血
圧
症
候
群
」
を
紹
介
し

ま
す
。
重
症
化
す
る
と
、母
子
と
も
に
生
命
の
危
機
に
瀕
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

倉田 篤 院長
（心臓血管外科）

大和成和病院
 ☎︎046-278-3911

開放感ある個室は
多くのママに人気

助産師なんでも相談会！

（問）同院・産婦人科 ☎０４６７ー７１ー５８８５

毎月最終金曜日 13：00～15：00

綾瀬厚生病院
主催

市立図書館

東名高速道路

45
綾瀬
大橋入口 

綾瀬市役所綾瀬市役所 ショッピングセンター
綾瀬タウンヒルズ

早川
綾瀬厚生
病院

城山
公園
城山
公園

取
材
協
力
／
さ
が
み
野
中
央
病
院

☎
０
４
６・２
３
３・５
１
１
０

高
齢
者
が「
回
復
力
」を
維
持
す
る
た
め
に

取
材
協
力
　
大
和
成
和
病
院

倉 田 院 長
連 載 ⑩  

医
師
が
解
説
！
〜
す
ぐ
に
役
立
つ
医
療
知
識
〜

歯
磨
き
も
肺
炎
・
イ
ン
フ
ル
に
有
効
な
予
防
法

さ
が
み
野
中
央
病
院
　
内
田 

耕 

医
師

  

支
持
さ
れ
る「
分
娩
病
院
」と
は
？

                        

そ
の
特
徴
を
紹
介

取
材
協
力
／
綾
瀬
厚
生
病
院

母
子
と
も
に
影
響
が
！「
妊
娠
高
血
圧
症
候
群
」
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町田市 八王子市・多摩市・相模原市からもアクセス良好！勤務時間は全職種で応相談 今月のイチオシ

Recruit Information

夢、広がる。
仕事、見つかる。
私、頑張る。

パート

託児所有車通勤可

補助有

送迎バス有

プライベート充実

未経験歓迎

パ 補

ふれあい町田ホスピタル ☎042-798-1121
http://www.fureai-g.or.jp/machida-hp/

医療法人社団
康心会

〒194-0215 東京都町田市小山ヶ丘1-3-8

自分のスタイルで、家庭・プライベートと両立！！パートタイマー特集

① 医療事務 外来受付・レセプト 病棟での補助 病棟勤務1 ① 看護補助 ① 介護スタッフ2 3

時
給1,020円 時

給1,100円 時
給1,200円

当院へ電話または
当院HP（求人フォーム）で応募

●パート勤務でも利用可能
●生後１歳～５歳まで
●授乳：必要に応じて午前・午後の各１回

●治療費・処方薬代など全額補助
  （グループ指定の医療機関）
●入院にも適用

勤務開始までの流れ 担当者より連絡 当院にて面接 お仕事スタート♪

●毎月５０，０００円まで
●無料シャトルバス（相模原駅・多摩境駅・南大沢駅など）利用可
●橋本駅からアクセス良好・マイカー通勤もOK

保育所完備保育所完備 交通費支給交通費支給 医療費補助制度医療費補助制度

採用決定！
勤務開始日等の調整

多くの声に応えて掲載！

終活セミナー

京王線「南大沢」駅から徒歩３分

　  0120-86-6534
［主催］シニアレジデンス町田

～準備編（リビングウィルと事前指示書）～

日時

会場

定員

内容

申込

3月8日（日）
13：30～15：00（予定）

25名（事前申込制）
●終活の取り組みは何から
 始めればよいのか？
●「リビングウィル」（終末期の意思表示）
  と事前指示書について など

南大沢文化会館 第3会議室

もしもの為の
終末
期を
考える

無料セミナー

多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
通
り
京王

相模原線

三井
アウトレットパーク
多摩南大沢 イトーヨー

カドー
フレンテ
南大沢

フレスコ
南大沢

南大沢駅南大沢駅
〒
南大沢
文化会館

集団リハビリテーションの様子

レクリエーションの一つ「館内コンサート」

入居者専用の「レストラン桜」

ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
、
興
味
を

も
っ
た
一
人
な
ん
で
す
。
そ
の
時

か
ら
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
ホ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
、
外
資
系
大
型
量
販
店
な

ど
が
並
ん
で
い
る
一
方
で
、
自
然

豊
か
な
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
土
地

で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
入
居
の
決

め
手
の
一
つ
と
な
り
ま
し
た
」。

《
Ｅ
さ
ん
》

　
「
私
に
と
っ
て
の
決
め
手
は
、

病
院
の
ホ
ー
ム
担
当
医
か
ら
往
診

が
受
け
ら
れ
る
こ
と
と
、
階
下
に

病
院
が
あ
る
こ
と
で
す
。
定
期
的

な
健
康
診
断
や
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
や
肺
炎
球
菌
な
ど
の
予
防
接
種

も
面
倒
で
な
く
な
る
の
で
、
こ
こ

は
健
康
維
持
に
最
適
な
住
環
境
で

あ
る
と
い
え
ま
す
よ
ね
」。

《
シ
ニ
ア
レ
ジ
デ
ン
ス
町
田
の
ス

タ
ッ
フ
》

　
「
当
ホ
ー
ム
は
、
自
立
の
方
も

介
護
が
必
要
な
方
も
、
65
歳
以
上

で
し
た
ら
ご
入
居
い
た
だ
け
ま

す
。
認
知
症
や
人
工
透
析
、
胃
ろ

う
、
在
宅
酸
素
な
ど
を
抱
え
て
い

る
方
で
、
入
居
で
き
る
ホ
ー
ム
を

探
し
て
苦
慮
さ
れ
て
い
る
方
も
是

非
、
当
ホ
ー
ム
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
３
月
８
日
㈰
の
無
料
セ
ミ

ナ
ー
で
も
相
談
可
能
で
す
。
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
」。

が
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
気
に
入

り
、
入
居
し
ま
し
た
。
１
階
の
病

院
に
は
、
透
析
室
の
ほ
か
、
外
来

診
察
室
や
検
査
室
、
手
術
室
な
ど

も
そ
ろ
っ
て
い
て
、
い
ざ
と
い
う

場
合
は
、
老
人
ホ
ー
ム
の
居
室
専

用
フ
ロ
ア
で
あ
る
２
階
の
す
ぐ

上
が
入
院
病
棟
（
３
・
４
階
／
計

１
９
９
床
）な
の
で
、入
院
に
な
っ

た
と
し
て
も
、
住
ま
い
と
の
距
離

感
は
な
く
、
寂
し
さ
も
薄
れ
そ
う

で
す
」。

《
Ｃ
さ
ん
》

　
「
私
は
毎
日
、
体
操
に
参
加
し

た
り
、
コ
ー
ラ
ス
・
生
け
花
・
映

画
鑑
賞
・
囲
碁
・
麻
雀
・
カ
ラ
オ

ケ
な
ど
の
充
実
し
た
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
リ

ハ
ビ
リ
も
頑
張
っ
て
い
て
、
週
３

回
来
て
く
れ
る
病
院
所
属
の
理
学

療
法
士
さ
ん
や
作
業
療
法
士
さ
ん

か
ら
、
施
術
を
受
け
て
い
ま
す
」。

《
Ｄ
さ
ん
》

　
「
私
も
外
出
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
が
楽
し
み
で
、
買
い
物
や
外
食

な
ど
の
企
画
を
期
待
し
て
い
ま

す
。
こ
こ
は
多
摩
丘
陵
地
で
、
自

然
に
囲
ま
れ
た
住
宅
地
に
あ
り
、

い
ろ
ん
な
お
店
が
あ
る
こ
と
も
気

に
入
り
ま
し
た
。
実
は
、
私
は
こ

こ
の
ホ
ー
ム
が
主
催
し
た
無
料
セ

　

東
京
・
神
奈
川
・
静
岡
で
、
医

療
・
介
護
・
福
祉
・
教
育
に
わ
た
っ

て
強
固
な
連
携
を
も
つ
「
ふ
れ
あ

い
グ
ル
ー
プ
」
が
運
営
し
て
い
る

介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム
・
シ
ニ

ア
レ
ジ
デ
ン
ス
町
田
（
町
田
市
小

山
ヶ
丘
１
の
３
の
８
）
に
は
、
地

域
病
院
・
ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ

タ
ル
（
医
療
法
人
社
団
康
心
会
）

が
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
利

便
性
や
住
環
境
に
つ
い
て
、
同

ホ
ー
ム
で
聞
い
て
み
ま
し
た
。

《
Ａ
さ
ん
》

　
「
地
上
４
階
建
て
で
ち
ょ
う
ど

良
い
規
模
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

広
す
ぎ
る
老
人
ホ
ー
ム
は
怖
く
、

人
見
知
り
す
る
私
に
と
っ
て
は
、

こ
の
ぐ
ら
い
が
安
心
で
き
ま
す
。

１
階
に
は
入
居
者
専
用
の
『
レ
ス

ト
ラ
ン
桜
』
が
あ
り
、
楽
し
く
食

事
が
で
き
て
い
ま
す
」。

《
Ｂ
さ
ん
》

　
「
私
は
透
析
治
療
を
し
て
い
る

の
で
、
階
下
に
行
く
だ
け
で
治
療

　

○
…
綾
瀬
厚
生
病
院
で
21
年
間

整
形
外
科
の
診
療
を
続
け
て
い
ま

す
。「
当
院
は
一
体
感
あ
る
現
場

で
す
。
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気

は
各
部
門
（
専
門
ス
タ
ッ
フ
）
間

の
風
通
し
を
良
く
し
、
診
療
に
必

要
な
情
報
が
円
滑
に
共
有
で
き
ま

す
。
こ
れ
は
、
チ
ー
ム
で
治
療
を

進
め
る
た
め
に
、
と
て
も
良
い
環

境
で
、
私
が
着
任
し
た
当
初
か
ら

継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
綾
瀬
市
内

で
幅
広
い
診
療
科
を
も
つ
唯
一
の

基
幹
病
院
で
あ
る
こ
と
の
責
任
感

を
、
ス
タ
ッ
フ
一
人
ひ
と
り
が

し
っ
か
り
と
わ
き
ま
え
て
、
患
者

さ
ま
の
た
め
に
、
よ
り
良
い
医
療

を
提
供
し
よ
う
と
い
う
思
い
が
表

れ
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
」。

　

○
…
外
来
診
察
は
週
４
日
、
手

術
も
平
均
し
て
週
６
件
の
執
刀
を

担
当
し
て
い
ま
す
。「
綾
瀬
地
域

は
高
齢
者
が
多
く
、
膝
の
痛
み

（
変へ
ん

形け
い

性せ
い

膝ひ
ざ

関か
ん
せ
つ
し
ょ
う

節
症
な
ど
）
や
、

腰
の
痛
み
（
脊
せ
き
ち
ゅ
う
か
ん

柱
管
狭き
ょ
う
さ
く
し
ょ
う

窄
症
な

ど
）、
骨
粗
鬆
症
を
と
も
な
っ
た

転
倒
骨
折
（
脆
ぜ
い
じ
ゃ
く
せ
い

弱
性
骨
折
）
な
ど

が
目
立
ち
ま
す
。高
齢
に
な
る
と
、

手
術
や
大
掛
か
り
な
治
療
を
避

け
た
い
気
持
ち
が
ど
う
し
て
も
先

立
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
患

者
さ
ま
お
一
人
お
ひ
と
り
の
気
持

ち
や
ご
希
望
、
得
意
不
得
意
な
ど

が
そ
れ
ぞ
れ
違
う
こ
と
は
当
然
だ

と
考
え
、
そ
の
方
に
と
っ
て
ベ
ス

ト
な
方
法
を
模
索
す
る
こ
と
を
大

切
に
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
痛
み

や
困
難
な
症
状
が
あ
る
場
合
は
、

躊
躇
せ
ず
、
当
院
の
整
形
外
科
に

ご
相
談
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
」。
座
右
の
銘
は「
一
期
一
会
」。

患
者
や
家
族
と
の
関
わ
り
を
重
要

視
し
て
い
る
姿
勢
が
、
こ
の
言
葉

に
も
体
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

○
…
診
察
時
に
は
、「
何
の
症

状
に
困
っ
て
い
る
か
／
負
担
に

な
っ
て
い
る
こ
と
は
何
か
／
Ｑ
Ｏ

Ｌ
（
生
活
の
質
）
の
向
上
の
た
め

に
何
が
必
要
か
」
を
見
極
め
る
た

め
に
、“
真
心
”
で
接
す
る
こ
と

を
心
掛
け
て
い
ま
す
。「
医
師
に

な
ろ
う
と
決
意
し
た
理
由
の
一
つ

は
『
人
の
た
め
に
な
り
た
い
・
人

助
け
を
し
た
い
』
か
ら
で
す
。
そ

の
初
心
を
忘
れ
ず
、
患
者
さ
ま
ご

と
に
異
な
る
ご
希
望
や
意
思
を
踏

ま
え
て
、
お
悩
み
を
解
消
で
き
る

よ
う
に
力
を
尽
く
し
ま
す
」
と

真
っ
す
ぐ
な
瞳
で
語
り
ま
し
た
。

相澤 智史 医師
 （あいざわ ともふみ）　　　　

綾瀬厚生病院 副院長
【整形外科】

日本整形外科学会 整形外科専門医

　

初
心
を
忘
れ
ず

　
　

  

真
心
の
診
療
で
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
へ

こ
の「
人
」に
聞
く

8：3０～１2：００
13：3０～１6：３０

午前
午後

受
付

●労働災害 ●交通事故災害 ●スポーツ障害 ●関節リウマチ ●脊椎疾患 ●変形性膝関節症
●変形性股関節症 ●骨粗鬆症による障害 ●骨脆弱性骨折 など

●骨接合術 ●腱縫合術 ●腱板断裂縫合術
●椎間板腱核摘出術 ●脊椎椎弓形成術 ●脊椎固定術
●人工膝・股関節置換術 ●高位脛骨骨切り術
●関節鏡視下手術 ●神経移行術 ●靭帯縫合・再建術
●腫瘍摘出術 など

主な取扱い内容

主な手術
整
形
外
科

綾瀬厚生病院 ☎0467-77-5111
神奈川県綾瀬市深谷中1-4-16

相澤智史副院長相澤智史副院長 新井 哲医師新井 哲医師 伴 光正医師伴 光正医師
担当医

綾瀬市コミュニティバス（かわせみ）の全て
が同院に停まり、停留所は正面入口にある

療
に
移
行
し
た
後
は
、
転
院
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
し
か
し
同
院
で
は
、
特
に
高

齢
者
の
リ
ハ
ビ
リ
は
、
そ
の
後
の

Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
左
右
す
る
こ
と
を
重
要

視
し
て
「
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
病
棟
」を
設
置
し
た
た
め
、

リ
ハ
ビ
リ
療
法
士
の
専
門
性
も
高

く
、
３
６
５
日
に
わ
た
っ
て
効
果

的
な
内
容
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

相
澤
副
院
長
が
科
長

　

同
院
の
副
院
長
で
あ
り
、
整
形

外
科
を
担
当
す
る
相
澤
智
史
医
師

＝
今
号
「
こ
の
人
に
聞
く
」
で
紹

介
＝
は
、「
当
院
で
は
、
地
域
の

皆
さ
ま
に
充
実
し
た
人
生
を
送
っ

て
い
た
だ
く
た
め
の
医
療
提
供
を

し
て
お
り
ま
す
。
通
院
や
入
院
に

お
い
て
、
当
院
で
お
過
ご
し
い
た

だ
く
時
間
に
患
者
さ
ま
が
ご
安
心

さ
れ
て
、
安
全
で
ご
満
足
い
た
だ

け
る
治
療
を
提
供
で
き
る
よ
う

に
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
で
努
め
て
お

り
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

は
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
重

要
に
な
っ
て
き
ま
す
が
、
同
院
に

は
リ
ハ
ビ
リ
を
専
門
的
に
行
な
う

「
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

病
棟
」
が
あ
り
ま
す
。
医
師
の
ほ

か
、
リ
ハ
ビ
リ
の
国
家
資
格
を
も

つ
理
学
療
法
士
や
作
業
療
法
士
、

言
語
聴
覚
士
が
多
く
所
属
し
、
患

者
の
早
期
の
社
会
復
帰
を
チ
ー
ム

で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

整
形
疾
患
で
手
術
を
受
け
た
場

合
、
同
一
病
院
に
リ
ハ
ビ
リ
の
専

門
病
棟
が
な
い
と
、
リ
ハ
ビ
リ
治

の
ほ
か
、
高
齢
者
が
多
い
地
域
で

あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
骨
粗
鬆

症
が
関
係
し
て
い
る
体
の
悩
み
や

障
害
な
ど
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

同
院
で
は
手
術
も
実
施
し
て
お

り
、
関
節
や
腱
、
靭
帯
な
ど
の
各

部
位
に
対
す
る
治
療
に
お
い
て
、

患
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活
の
質
）
を

向
上
さ
せ
る
た
め
の
専
門
的
な
方

法
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

転
院
せ
ず
そ
の
ま
ま
リ
ハ
ビ
リ

　

整
形
外
科
の
手
術
治
療
後
に

一
般
外
傷
だ
け
で
は
な
い

　

綾
瀬
厚
生
病
院
で
は
、
交
通
災

害
や
労
働
災
害
、
一
般
外
傷
な
ど

　

神
奈
川
県
綾
瀬
市
は
、
人
口
約
８
万
５
千
人
の
う
ち
、
65
歳
以
上
が
お
よ
そ
26
％

を
占
め
、４
人
に
１
人
の
割
合
で
高
齢
者
が
生
活
し
て
い
ま
す
。
こ
の
現
状
に
対
し
、

医
療
面
で
大
き
な
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
る
の
が
「
綾
瀬
厚
生
病
院
」
で
す
。
高
齢
者

に
多
い
認
知
機
能
や
身
体
機
能
の
低
下
、
骨
粗
鬆
症
に
よ
る
骨
折
、
変
形
性
膝
関
節

症
や
変
形
性
脊
椎
症
な
ど
に
悩
む
人
の
治
療
を
積
極
的
に
行
な
っ
て
い
ま
す
。

介護付有料老人ホーム・シニアレジデンス町田

「これが決め手！」
私が入居した理由

大好評の終活セミナー３／８に開催！

　
　
綾
瀬
厚
生
病
院

　 
綾
瀬
の
地
域
性
を
考
え
た
整
形
外
科
治
療

医療レポート
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ふれあいグループ

茅ケ崎駅
（北口）

鎌倉駅
（西口）

Kanagawa
茅ヶ崎市茅ヶ崎２‒２‒３
【TEL】 ０４６７‒86‒6530
【H P】 http://www.fureai-g.or.jp/chu/

鎌倉市御成町９‒５
【TEL】 ０４６７‒５９‒５０７１（開設準備室）
【H P】 http://www.fureai-g.or.jp/kamakura-hp/

開院
４１水

JR横須賀線

西口

江ノ島電鉄

鎌倉駅

市役所前

御成通り

ココ駅徒歩
3分

総合内科／消化器内科／循環器内科／
呼吸器内科／消化器外科／整形外科／
脳神経外科／心臓血管外科／眼科／
耳鼻咽喉科／皮膚科／人工透析内科／
放射線科／リハビリテーション科

● 許可病床１００床に増床
● 24時間３６５日対応の
   救急外来の本格化
● 手術室の増強（４室設置）

●「サイバーナイフセンター」新設
●「聴覚人工内耳センター」新設
●「内視鏡センター」拡充
●「腫瘍検査センター（PET-CT）」  など

診
療
科
目

総合診療科（内科）／循環器内科／
呼吸器内科／神経内科／腎臓内科／
消化器外科／乳腺外科／肛門外科／
整形外科／脳神経外科／外科／
放射線科／リハビリテーション科

● 一般病棟58床、回復期リハビリテーション病棟48床、
　障害者施設等一般病棟50床の計１５６床
● 最先端機器（ＭＲＩ・CT・X線・マンモグラフィー等）
  を導入
●「透析センター」「リハビリテーションセンター」を新設

診
療
科
目

開院
４１水

ふれあいグループは今春、湘南エリアに２つの地域病院をオープンします

医療法人大樹会

ふれあい鎌倉ホスピタル
医療法人大樹会

ふれあい鎌倉ホスピタル

医療法人社団康心会

茅ケ崎中央病院
医療法人社団康心会

茅ケ崎中央病院

新湘南バイパス

北茅ケ崎駅北茅ケ崎駅

寒川駅
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茅ケ崎駅

ココ
相模線相模線

湘南東部
総合病院

中央公園中央公園

市役所市役所

北口北口

文化会館文化会館

茅ケ崎
新北陵
病院

茅ケ崎
新北陵
病院

駅徒歩5分

＊

＊第２期工事終了は２０２２年２月の予定。
  介護付有料老人ホーム「湘南ふれあいの園」は
  ２０２０年６月オープン予定（同一建物の上層階一部）。

成和クリニック
時長 一元 院長

内科／循環器内科／消化器内科／腎臓内科／リウマチ科／
消化器外科／整形外科／泌尿器科

成和クリニック神奈川県大和市西鶴間5-3488-7
☎０４６-264-3911

毎月第４金曜
日

参加
無料
予約
不要  3／27

14：00～14：30
  3／27

14：00～14：30

糖尿病教室糖尿病教室開催！
次回

会場：１階ロビー

金
鶴
間
駅

小
田
急

江
ノ
島
線コンビニ

西鶴間8丁目西鶴間八丁目

P完備

成和
クリニック

小
田
急
江
ノ
島
線

小
田
急
江
ノ
島
線

246

ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
、
心
臓
手
術
や

透
析
治
療
な
ど
で
も
円
滑
な
対
応

（
紹
介
）
が
可
能
で
す
。
患
者
さ

ま
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
た
め
の

「
地
域
医
療
」
を
目
指
し
、
今
後

も
皆
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
に
尽
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

お
困
り
事
は
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
Ｑ
．来
年
度
の
健
診
の
受
付
は
、

い
つ
か
ら
始
ま
り
ま
す
か
？

　

Ａ
．「
特
定
健
診
」「
長
寿
健
診
」

は
来
月
（
４
月
）
か
ら
受
付
を
開

始
し
ま
す
。
自
動
車
に
「
車
検
」

が
あ
る
よ
う
に
、
年
に
一
度
は
ご

自
身
の“
お
体
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
”

と
し
て
、
健
康
診
断
を
受
け
ら
れ

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
Ｑ
．
も
し
も
検
査
で
異
常
が
見

つ
か
っ
た
ら
、
そ
の
ま
ま
治
療
は

で
き
ま
す
か
？

　

Ａ
．
は
い
。
当
院
は
ク
リ
ニ
ッ

ク
で
あ
り
な
が
ら
、
複
数
の
診
療

科
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら

に
医
療
グ
ル
ー
プ
に
所
属
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
幅
広
い
ネ
ッ
ト

今
は
こ
れ
に
加
え
て
、「
生
活
習

慣
病
」
な
ど
を
未
然
に
防
ぐ
と
い

う
予
防
的
な
役
割
に
も
、
重
き
が

置
か
れ
て
い
ま
す
。

　

当
院
（
成
和
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
で

も
、大
和
市
の
「
特
定
健
診
」「
長

寿
健
診
」「
が
ん
検
診
」、
綾
瀬
市

の
「
特
定
健
診
」
を
受
託
し
、
地

域
の
皆
さ
ま
が
受
診
し
や
す
い
よ

う
に
、
予
約
な
し
で
受
け
ら
れ
る

体
制
を
つ
く
っ
て
お
り
ま
す
。

　
Ｑ
．
最
近
、
健
康
診
断
の
目
的

が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
と
聞
き
ま

し
た
。
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
？

　

Ａ
．
従
来
、
定
期
健
康
診
断
を

受
け
る
主
な
目
的
は
、
病
気
の
早

期
発
見
と
早
期
治
療
で
し
た
が
、

　

大
和
市
に
あ
る
「
成
和
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
で
は
、
市

の
健
康
診
断
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
健
康
診
断
の
重

要
性
と
、検
査
で
異
常
が
出
た
際
の
治
療
に
つ
い
て
、

同
院
の
時
長
一
元
院
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

有
資
格
者（
写
真
上
）が
多
く
所
属
し
、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン（
写
真
下
）も
豊
富

連
携
は
、
当
施
設
の
大
き
な
特
色

で
す
。隣
に
は
循
環
器
専
門
の『
大

和
成
和
病
院
』が
あ
り
、近
隣（
１
．

５
㎞
）
に
あ
る
『
成
和
ク
リ
ニ
ッ

ク
』
で
は
、
無
料
送
迎
車
で
透
析

通
院
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。『
さ

が
み
野
中
央
病
院
』（
海
老
名
市
）

や
『
綾
瀬
厚
生
病
院
』（
綾
瀬
市
）

な
ど
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
も
構

築
し
て
い
ま
す
」

　
│
│
│
そ
れ
は
安
心
で
す
ね
。

で
は
、
医
療
依
存
度
が
高
い
方
も

入
所
が
可
能
で
す
か
？

　
「
は
い
。
強
力
な
医
療
連
携
に

よ
っ
て
、
幅
広
い
方
の
入
所
に
対

応
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
り
ま

す
。
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
当
施
設
で
は
入
所
生
活

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
、

多
彩
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
企

画
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一

度
見
学
に
お
出
で
く
だ
さ
い
。
お

問
い
合
わ
せ
な
ど
、
お
気
軽
な
お

電
話
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
」。

■
成
和
ナ
ー
シ
ン
グ
プ
ラ
ザ

☎
０
４
６・２
７
２・１
５
１
５

大
和
市
南
林
間
９
の
８
の
９

　
（
以
下
、同
施
設
ス
タ
ッ
フ
）「
看

護
師
や
介
護
福
祉
士
、
理
学
療
法

士
、
作
業
療
法
士
、
管
理
栄
養
士

な
ど
で
す
」

　
│
│
│
各
ス
タ
ッ
フ
か
ら
受
け

ら
れ
る
ケ
ア
に
つ
い
て
、
簡
単
に

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
「
入
所
生
活
に
お
い
て
は
、
看

護
師
・
介
護
福
祉
士
が
日
常
生
活

全
般
の
支
援
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
理
学
療
法
士
・
作
業
療
法

士
は
、
各
入
所
者
さ
ま
の
身
体
状

況
を
踏
ま
え
て
、
機
能
訓
練
を
実

施
い
た
し
ま
す
。
さ
ら
に
当
施
設

の
管
理
栄
養
士
は
常
駐
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
各
入
所
者
さ
ま
そ
れ

ぞ
れ
の
栄
養
状
態
に
合
わ
せ
て
、

安
心
・
安
全
で
美
味
し
い
食
事
を

提
供
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」

　
│
│
│
医
療
連
携
に
つ
い
て
も

教
え
て
も
ら
え
ま
す
か
？

　
「
協
力
医
療
機
関
と
の
強
力
な

　

大
和
市
に
あ
る
「
成
和
ナ
ー
シ

ン
グ
プ
ラ
ザ
」
は
、
国
家
資
格
を

有
す
る
ス
タ
ッ
フ
が
、
専
門
知
識

と
豊
富
な
経
験
を
も
っ
て
、
入
所

者
に
対
し
て
き
め
細
か
い
サ
ポ
ー

ト
と
自
宅
復
帰
を
支
援
し
て
い
る

老
健
で
す
。
ス
タ
ッ
フ
に
お
話
を

聞
き
ま
し
た
。

　
│
│
│
国
家
資
格
を
保
有
す
る

ス
タ
ッ
フ
と
は
、
ど
の
よ
う
な
職

種
の
人
で
す
か
？

退
院
後
の
不
安
を
解
消

　
「
介
護
老
人
保
健
施
設
」（
通

称
・
老
健
）
と
は
、
病
気
や
け
が

で
入
院
し
た
人
が
、
病
院
な
ど
で

の
急
性
期
治
療
を
終
え
た
後
、
す

ぐ
に
自
宅
へ
戻
っ
て
生
活
を
始
め

る
に
は
ま
だ
安
定
し
て
い
な
い
場

合
に
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
な
っ
て
、
元
の
Ａ
Ｄ
Ｌ
ま
で
回

復
さ
せ
る
目
的
の
施
設
で
す
。

下田看護専門学校
静岡県下田市柿崎２８９
☎０５５８‒２５‒２２１１
http://www.shimodakango.ac.jp

問
合
せ

Shizuoka

ココ

患者役の学生相手に、それぞれ
が手技を学び、身につけていき
ます。教員は複数で指導し、
しっかりと安全で安心できる看
護技術が身につけられるように
丁寧に演習を行ないます。

下田看護専門学校では、「なりたい」とい
う気持ちを大切にしています。「看護師に
なりたい！」と思う方は、是非、当校の学校
見学や学校説明会にお越しください。校内
では、看護師を目指して頑張っている学生
に出会えると思います。

下田看護
専門学校の

筋肉注射の実技授業

実技演習の風景実技演習の風景

伊豆急下田駅からバス停「上の山」下車

伊豆急下田駅からバス停「上の山」下車

学生寮（女子）あり

基礎看
護学

問
合
せ

医療経営専攻／
医療情報管理（IT）専攻

ホテル・ブライダル専攻／
トラベル・交通専攻

スペシャ
ル

医療ビジネス学科

観光学科

介護福祉学科

●医療事務の体験授業
●AIを使ったデータ作成

●現場で提供されている
   とろみ食の調理体験
●在校生にインタビュー

●ホテル・ブライダルの
   職場見学
●OBやOGへ個別質問

体験できる体験できる

体験できる体験できる

体験できる体験できる

JR町田駅

小田急線
町田駅

ココ

JR
町田駅
から
徒歩１

分

JR
町田駅
から
徒歩１

分

医療ビジネス観光福祉専門学校
神奈川県相模原市南区上鶴間本町3-18-27
☎042‒744‒9711
http://www.mbsi.ac.jp

3／31  10：00～13：003／31  10：00～13：00火

在校生がおもてなし　
医療ビジネス観光福祉専門学校の

オープンキャンパスオープンキャンパス

問
合
せ

3／28
Open Campus

湘南医療大学の

春の春の

Sat

入 退 場 自 由

11：00～16：00

各時間や詳しい情報は、
同大公式ホームページ
をご参照ください。
お電話でもお気軽に
お問合せを！

各時間や詳しい情報は、
同大公式ホームページ
をご参照ください。
お電話でもお気軽に
お問合せを！

●毎日通っているからこそ伝えたい！
在校生による「学内見学ツアー」

●湘南医療大学の在校生や教員に直接、
  具体的な質問ができる「個別相談会」
●最新の入試結果を踏まえた
  「入試対策説明会」　  など

イベント めじろ押し！

湘南医療大学
神奈川県横浜市戸塚区上品濃１６‒４８
☎０45‒821‒0115
（入試事務室）

横浜新道

東戸塚駅
西口

ココ
JR
東戸塚

駅
から
徒歩１2

分

JR
東戸塚

駅
から
徒歩１2

分

へ行こうへ行こう

臨
床
技
術
を
学
ぶ
「
実
習
室
」
に

て
、
教
員
や
在
校
生
と
一
緒
に
体

験
学
習
が
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

直
近
の
入
試
結
果
を
踏
ま
え

た
「
入
試
対
策
説
明
会
」
や
、
入

学
後
の
生
活
な
ど
の
話
が
聞
け
る

「
個
別
相
談
会
」、校
内
を
巡
る「
学

内
見
学
ツ
ア
ー
」
な
ど
、
多
種
多

様
な
イ
ベ
ン
ト
が
用
意
さ
れ
て
い

る
の
で
、
詳
細
は
大
学
Ｈ
Ｐ
ま
た

は
お
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
を
。

　
「
湘
南
医
療
大
学
」
で
は
、
医

療
人
を
目
指
す
た
め
の
学
び
を
知

り
、
体
験
で
き
る
「
春
の
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」
を
３
月
28
日
㈯

に
開
催
し
ま
す
。

　

同
大
に
は
、
看
護
学
科
と
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科
（
理
学
療

法
学
専
攻
・
作
業
療
法
学
専
攻
）

が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
当
日
は
、
入
学
後
に

看
護
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

▽
介
護
福
祉
学
科

　

介
護
現
場
で
提
供
さ
れ
て
い
る

「
と
ろ
み
食
」
作
り
の
ほ
か
、
在

校
生
に
直
接
質
問
が
で
き
ま
す
。

▽
観
光
学
科

　

卒
業
生
の
就
職
先
で
あ
る
ホ
テ

ル
・
ブ
ラ
イ
ダ
ル
施
設
を
見
学
し
、

生
の
声
（
体
験
談
）
が
聞
け
ま
す
。

　

同
校
ス
タ
ッ
フ
は
「
楽
し
い
企

画
ば
か
り
で
す
。
皆
さ
ま
是
非
ご

参
加
下
さ
い
」と
話
し
て
い
ま
す
。

　
「
医
療
ビ
ジ
ネ
ス
観
光
福
祉
専

門
学
校
」
は
、
各
業
界
で
活
躍
で

き
る
人
材
を
排
出
す
る
エ
キ
ス

パ
ー
ト
の
養
成
校
で
す
。
３
月
31

日
㈫
は
在
校
生
が
中
心
と
な
っ
て

特
別
企
画
「
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」を
開
催
し
ま
す
。

▽
医
療
ビ
ジ
ネ
ス
学
科

　

医
療
事
務
の
体
験
や
、
Ｉ
Ｔ
分

野
で
は
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
て
実
際
に

デ
ー
タ
を
作
成
し
ま
す
。

り
、
真
剣
な
眼
差
し
で
実
技
演
習

に
臨
む
姿
勢
は
、
授
業
後
に
も
自

主
練
習
を
行
な
う
姿
と
し
て
現

れ
、同
校
で
は
恒
例
の
風
景
で
す
。

　

教
員
は
複
数
で
指
導
し
、安
全
・

安
心
の
看
護
技
術
が
身
に
つ
け
ら

れ
る
よ
う
に
、
き
め
細
か
い
実
技

演
習
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

同
校
は
、「
看
護
師
に
な
り
た

い
」
と
い
う
思
い
を
大
切
に
し
て

い
る
看
護
師
の
養
成
校
で
す
。

　

伊
豆
半
島
に
あ
る
「
下
田
看
護

専
門
学
校
」
で
は
、
教
員
の
手
厚

く
丁
寧
な
指
導
と
、
充
実
し
た
実

技
演
習
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

実
技
は
１
年
生
か
ら
始
ま
り
、

「
基
礎
看
護
学
方
法
論
」
の
授
業

で
は
、
筋
肉
注
射
の
演
習
を
行
な

い
ま
す
。
各
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
患
者
役
に
な
っ
た
同
級
生
に
注

射
手
技
を
練
習
。
教
員
の
指
導
を

聞
き
漏
ら
す
ま
い
と
メ
モ
を
と

日常的に入所者と接する作業療法士日常的に入所者と接する作業療法士

恒例の節分イベントの様子恒例の節分イベントの様子

「
実
習
室
」で
体
験
学
習
！
春
の
Ｏ
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
スＰ

湘
南
医
療
大
学

３
月
31
日
は
楽
し
く
仕
事
を
体
感
♪

医
療
ビ
ジ
ネ
ス
観
光
福
祉
専
門
学
校

複
数
の
教
員
で
手
技
を
丁
寧
に
指
導

下
田
看
護
専
門
学
校

   

変
わ
り
つ
つ
あ
る「
健
康
診
断
」の
意
義
と

  

　
成
和
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
治
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

取
材
協
力
／
成
和
ク
リ
ニ
ッ
ク
　
時
長
一
元 

院
長

介
護
老
人
保
健
施
設
・
成
和
ナ
ー
シ
ン
グ
プ
ラ
ザ

　
　 
自
宅
復
帰
を
確
実
に
！

　
　
　
　    

医
療
と
介
護
の
ト
ー
タ
ル
ケ
ア

3



医学講座 参加無料参加無料

アクセス

お問合せ
大和成和病院
☎046-278-3911（代表）
神奈川県大和市南林間9-8-2

南林間駅･鶴間駅から無料シャトルバス

3月25日（水）14：00～15：30

負担の少ない治療法、ステントグラフト ～知っておきたい　 メリットとデメリット～

講 

師

大和成和病院
心臓血管外科

松山 孝義 医師

日 時

会 場 大和成和病院 1階 ロビー

中
央
林
間
駅

南
林
間
駅
鶴
間

大和成和
病院

50
小
田
急
江
ノ
島
線

南林間
入口

十一条
通り

　カテーテル治療の「ステントグラフト」とは、
動脈瘤の部分に挿入して動脈内を広げ、
血管を補強するものです。傷口が小さく
すむので、早期の退院も見込める治療法
です。当院で手術を担当している医師が
丁寧に説明します。是非お聞きください。

毎月開催 次回は、4月22日（水）
詳細は決定次第、当院ホームページに掲載

※当日、タイトルを変更する場合もございます。ご了承ください。

医学講座 参加無料参加無料

アクセス

お問合せ
ふれあい町田ホスピタル
☎042-798-1121（代表）
東京都町田市小山ヶ丘1-3-8

多摩境駅・南大沢駅・相模原駅から
無料シャトルバス

小山

相模原駅

多
摩
境
駅

コストコ

町田街道

ふれあい
町田

ホスピタル

北口

橋本

JR横浜線

京
王
線

「むくみ」について 

3月19日（木）13：00～14：00日 時

会 場 ふれあい町田ホスピタル １階 会議室
講 

師

ふれあい町田ホスピタル
内科

安井 俊行 医師

　誰にでも経験がある「むくみ」。しかし
実は、重大な病気のサインである場合もあ
ります。危険な病気のむくみと、そうではな
いむくみの違いについて、当院の医師が
わかりやすく解説します。病気の早期発見
や健康維持に、是非お役立てください。

毎月開催 次回は…
専門の医師講

師
講
師 ４月下旬（予定） 

日本脳神経外科学会 専門医
池谷 義守 医師

に
事
前
の
予
防
策
な
ど
は
と
れ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

　
（
池
谷
Dr.
）「
い
ず
れ
の
脳
梗
塞

も
、
発
生
の
危
険
因
子
は
生
活
習

慣
病
で
す
。
で
す
か
ら
生
活
習
慣

を
改
善
す
る
こ
と
が
、
脳
梗
塞
の

予
防
の
第
一
歩
に
な
る
の
で
す
。

　

ま
ず
、
今
す
ぐ
に
で
き
る
こ
と

は
、
食
生
活
の
見
直
し
で
す
。
減

塩
を
心
掛
け
て
、
塩
分
摂
取
は
１

日
８
〜
７
ｇ
未
満
（
す
で
に
高
血

圧
症
の
方
は
６
ｇ
未
満
）
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
減
塩
醤
油

を
使
用
し
た
り
、
酢
や
柑
橘
系
の

味
付
け
、
香
辛
料
・
ハ
ー
ブ
の
調

理
で
工
夫
す
る
こ
と
も
、
始
め
や

す
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

生
活
習
慣
の
改
善
や
身
体
症
状

に
関
す
る
相
談
・
診
察
は
、
お
気

軽
に
当
院
（
ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス

ピ
タ
ル
）
へ
ご
来
院
く
だ
さ
い
」。

■
ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル

☎
０
４
２・７
９
８・１
１
２
１

脳
梗
塞
を
起
こ
す
と
、
重
大
な
後

遺
症
が
残
っ
た
り
、
命
に
関
わ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

脳
梗
塞
の
種
類
に
は
、
心
房
細

動
な
ど
の
不
整
脈
が
原
因
と
な
っ

て
血
栓
が
心
臓
か
ら
脳
に
流
れ
て

詰
ま
る
〈
心
原
性
脳
塞
栓
症
〉、

脳
血
管
の
動
脈
硬
化
か
ら
発
症
す

る
〈
ア
テ
ロ
ー
ム
血
栓
性
脳
梗

塞
〉、
脳
内
の
細
い
血
管
が
閉
塞

す
る
〈
ラ
ク
ナ
梗
塞
〉
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
当
院
の
脳

神
経
外
科
で
ご
質
問
く
だ
さ
い
」。

【
よ
く
あ
る
質
問
②
】

　
脳
梗
塞
は
、
予
防
が
で
き
る
の

で
し
ょ
う
か
？
「
脳
梗
塞
は
予
防

が
大
事
！
」
と
世
間
で
さ
け
ば
れ

て
い
ま
す
が
、
突
然
起
き
る
病
気

【
よ
く
あ
る
質
問
①
】

　
恥
ず
か
し
な
が
ら
、「
脳
梗
塞
」

が
ど
う
い
う
病
気
な
の
か
、
よ
く

わ
か
り
ま
せ
ん
。
ど
の
く
ら
い
怖

い
病
気
な
の
か
も
含
め
て
、
わ
か

り
や
す
く
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
（
池
谷
Dr.
）「
脳
梗
塞
と
は
、
脳

の
血
管
が
突
然
詰
ま
っ
て
、
血
流

が
途
絶
え
、
脳
の
神
経
細
胞
が
死

ん
で
し
ま
う
病
気
で
す
。
脳
の
細

胞
は
、
血
流
が
止
ま
る
と
数
時
間

以
内
に
完
全
に
死
ん
で
し
ま
い
、

再
生
は
困
難
で
す
。
な
の
で
一
度

　

ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル
の
脳
神
経
外
科
・
池
谷

義
守
医
師
に
、
脳
梗
塞
に
つ
い
て
多
く
寄
せ
ら
れ
る
質

問
内
容
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。    〈
取
材
協
力
〉

脳の病気とリハビリの関係

動作に
支障が出る

脳血管障害

リハビリテーション

脳梗塞
脳出血
くも膜下出血
脳動静脈奇形 など

●心原性脳塞栓症
●アテローム血栓性脳梗塞
●ラクナ梗塞

理学療法 言語聴覚
療法作業療法

しゃべる／
飲む など

着替え／
料理 など

立つ／座る
など

各
分
野
の
専
門
療
法
が
あ
る

　

そ
の
障
害
を
起
こ
し
て
い
る
病

気
や
け
が
に
よ
っ
て
、
医
師
（
脳

神
経
外
科
、
整
形
外
科
な
ど
）
の

指
示
の
下
で
身
体
機
能
の
改
善
の

た
め
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
障
害
の
程
度
や

家
屋
構
造
、
買
い
物
の
生
活
範

囲
、
趣
味
活
動
な
ど
も
加
味
し
た

上
で
、
本
人
ま
た
は
家
族
と
相
談

し
て
目
標
を
決
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
障
害
に
適
し
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
〈
理
学
療
法
／
作
業
療
法

／
言
語
聴
覚
療
法
〉
で
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
立
案
さ
れ
ま
す
。

気
な
く
行
な
っ
て
い
た
動
作
（
起

き
上
が
る
／
座
る
／
立
つ
／
歩
く

／
し
ゃ
べ
る
／
聞
く
／
食
べ
る
／

飲
む
／
着
替
え
る
／
排
便
／
入
浴

な
ど
）
に
支
障
が
出
て
、
日
常
生

活
が
困
難
に
な
り
ま
す
。

　

脳
梗
塞
な
ど
の
脳
の
病
気
や
、

中
枢
神
経
に
障
害
を
き
た
し
た

場
合
、
手
足
や
体
（
体
幹
）、
顔

（
喉の
ど

を
含
む
）
が
動
か
し
に
く
く

な
っ
た
り
、
し
び
れ
を
生
じ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
何

係
に
は
、
腎
臓
の
機
能
の
ほ
か
、

年
齢
や
性
別
（
女
性
が
や
や
高

い
）、
人
種
（
黒
人
・
日
本
人
・

白
人
の
順
で
上
が
り
や
す
い
）、

腎
臓
で
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
排
泄
な
ど

に
関
係
す
る
遺
伝
子
、
血
圧
に
関

係
す
る
ホ
ル
モ
ン
（
レ
ニ
ン
）
な

ど
も
影
響
し
て
い
ま
す
。

　

塩
分
過
多
摂
取
に
よ
る
高
血
圧

が
継
続
す
る
と
、
動
脈
硬
化
／
心

臓
肥
大
／
脳
卒
中
／
心
筋
梗
塞
／

不
整
脈
／
動
脈
瘤
／
腎
不
全
が
起

こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
高
血
圧

に
な
ら
ず
と
も
、
心
筋
細
胞
の
肥

大
化
や
血
管
の
線
維
化
を
引
き
起

こ
し
て
、
腎
結
石
・
骨
粗
鬆
症
と

い
っ
た
カ
ル
シ
ウ
ム
代
謝
に
も
悪

影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

生
活
習
慣
は
、
心
臓
や
血
管
の

病
気
と
深
く
関
わ
り
、
見
直
せ
ば

予
防
で
き
る
も
の
も
あ
り
ま
す
の

で
、
当
院
（
大
和
成
和
病
院
☎

０
４
６
・
２
７
８
・
３
９
１
１
）
へ

一
度
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
」。

に
応
じ
て
、
腎
臓
が
尿
中
へ
の
ナ

ト
リ
ウ
ム
の
排
泄
を
増
や
し
、
絶

え
ず
ナ
ト
リ
ウ
ム
な
ど
の
ミ
ネ
ラ

ル
と
体
液
量
を
一
定
に
保
つ
た
め

に
頑
張
っ
て
い
る
お
か
げ
で
す
。

し
か
し
長
期
に
わ
た
る
塩
分
の
過

剰
摂
取
は
、
腎
臓
に
多
大
な
負
担

を
与
え
、
い
ず
れ
機
能
を
低
下
さ

せ
る
要
因
に
な
る
の
で
、
決
し
て

安
心
で
き
ま
せ
ん
」

　
│
│
│
な
る
ほ
ど
。
で
は
、
腎

臓
の
働
き
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
に

な
っ
て
い
る
の
で
す
ね
。

　
「
塩
分
摂
取
と
血
圧
上
昇
の
関

　
「
食
塩
を
大
量
に
摂
取
す
れ
ば
、

血
液
中
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
（
食
塩
＝

塩
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
）
濃
度
の
上
昇

を
薄
め
る
た
め
に
、
血
液
の
水
分

量
が
増
し
ま
す
。
結
果
的
に
体
液

（
細
胞
外
液
）
量
が
増
加
し
血
管

内
圧
が
上
が
っ
て
長
期
に
過
剰
摂

取
す
れ
ば
、高
血
圧
と
な
り
ま
す
」

　
│
│
│
し
か
し
、
塩
分
を
多
め

に
取
っ
て
も
、
血
圧
が
異
常
値
に

な
ら
な
い
人
も
い
ま
す
よ
ね
。

　
「
塩
分
を
毎
日
大
量
に
と
っ
て

も
、正
常
血
圧
の
方
も
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
血
中
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
上
昇

　
（
倉
田
院
長
）「
食
塩
の
取
り
過

ぎ
は
、
高
血
圧
の
原
因
に
な
る
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
一
方

で
、
な
ぜ
高
血
圧
に
な
ら
な
い
よ

う
に
、
塩
分
制
限
の
必
要
が
あ
る

か
を
ご
理
解
さ
れ
て
い
な
い
方
が

多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
」

　
│
│
│
確
か
に
、
そ
こ
ま
で
考

え
て
い
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

循
環
器
専
門
の
大
和
成
和
病
院
（
神
奈
川
県
大
和
市
南
林
間
９
の
８
の
２
）
で

は
、
心
臓
や
血
管
の
治
療
の
ほ
か
、
予
防
啓
発
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
血
圧

と
塩
分
摂
取
に
つ
い
て
、
倉
田
篤
院
長
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。　
〈
取
材
協
力
〉

塩魚

塩

漬物

みそ汁

おひたしおひたし

２
０
１
５
年
に
男
性
８
ｇ
未
満
、

女
性
７
ｇ
未
満
に
変
更
さ
れ
ま
し

た
。
世
界
で
は
、
米
国
心
臓
協
会

（
Ａ
Ｈ
Ａ
）
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は

６
ｇ
未
満
を
推
奨
し
、
世
界
保
健

機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
は
２
０
２
５
年

ま
で
に
１
日
５
ｇ
未
満
に
す
る
こ

と
を
提
唱
し
て
い
ま
す
。

　

本
来
、
人
間
の
食
塩
の
必
要
量

は
１
日
１
ｇ
程
度
で
、「
３
ｇ
も

摂
取
す
れ
ば
十
分
」
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
人
類
は
、
食
品
保
存
に

塩
を
活
用
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
、食
塩
摂
取
量
が
増
え
ま
し
た
。

し
か
し
近
年
は
、
日
本
国
内
で
食

の
欧
米
化
や
冷
蔵
庫
の
普
及
に

よ
っ
て
、
摂
取
量
が
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
約
50
年
前
は
、
日
本

人
の
食
塩
摂
取
量
は
１
日
15
〜
30

ｇ
と
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
の
が
、

２
０
１
３
年
に
は
１
日
平
均
10
．

２
ｇ
ま
で
減
っ
て
い
ま
す
（
同
省

調
査
結
果
よ
り
）。

　

そ
れ
で
も
、
目
標
値
に
は
届
い

て
い
な
い
と
い
う
現
実
で
す
。

乳
製
品
を
取
り
入
れ
て
味
の
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
広
げ
る
こ
と
、
加

工
食
品
で
は
ナ
ト
リ
ウ
ム
量
・
食

塩
量
（
食
塩
量
＝
ナ
ト
リ
ウ
ム
量

の
２
．
５
倍
）
の
表
記
に
注
目
す

る
こ
と
な
ど
が
で
き
ま
す
。

　

外
食
時
に
は
、
比
較
的
塩
分
が

少
な
い
洋
食
メ
ニ
ュ
ー
と
組
み
合

わ
せ
て
、
食
塩
摂
取
の
全
体
量
を

下
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

摂
取
量
と
日
本
の
文
化

　

厚
生
労
働
省
が
定
め
る
食
塩
摂

取
量
の
目
標
値
は
、
か
つ
て
は
１

日
10
ｇ
未
満
（
一
般
）
で
し
た
が
、

番
で
す
。
日
本
の
伝
統
的
な
食
文

化
で
あ
る
「
和
食
」
に
は
、
食
塩

が
多
く
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

伝
統
の
「
だ
し
」
文
化
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
減
塩
を
実
践
す
る

た
め
に
は
、
家
庭

で
の
調
味
料
の
使

い
方
を
工
夫
す
る

こ
と
が
必
要
で

す
。
い
つ
も
使
っ

て
い
る
調
味
料

の
塩
分
濃
度
を

知
り
、
使
用
量
を

正
確
に
量
る
こ
と

や
、
酢
・
香
辛
料
・

意
識
す
る
こ
と
が
第
一
歩

　

日
本
人
の
食
塩
の
摂
取
源
は
、

醤
油
、
漬
物
、
み
そ
汁
、
塩
魚
と

続
き
、
外
食
は
そ
の
後
に
く
る
順

　

２
０
１
３
年
に
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
「
和
食
（
日
本
人
の

伝
統
的
な
食
文
化
）」。
歴
史
的
な
背
景
か
ら
、
塩
分
が
高
い
こ
と
を
理
解
し
、
注

意
を
払
い
な
が
ら
、現
代
に
合
っ
た
和
食
の
楽
し
み
方
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

大和成和病院
心臓血管外科
倉田 篤 院長

〜
脳
神
経
外
科
専
門
医
が
お
答
え
し
ま
す
〜

突
然
襲
う「
脳
梗
塞
」に
今
で
き
る
予
防
策

ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル
　
池
谷
義
守 

医
師

 

脳
や
中
枢
神
経
の
障
害
に
重
要
な
リ
ハ
ビ
リ

高
血
圧
が
引
き
起
こ
す
心
臓
や
血
管
の
病
気

大
和
成
和
病
院
　
倉
田 

篤 
院
長

塩
分
の
多
い
和
食
も
工
夫
一
つ
で
減
塩
に
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